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大湊港

大湊港 ○振

1. 概況

　本港は下北半島の中心に位置しており、旧藩時代には安渡
と称し、南部藩の交易品移入港であった。明治維新により会
津松平公が斗南藩知事に任ぜられたが、このとき大湊港と改
称されている。明治35年、海軍水雷団が設置されて以来終戦
に至るまで、軍港としての利用がなされてきた。
　戦後は、昭和24年に地方港湾に指定されたのを機に、圏
内の砂鉄、硫化鉄、木材等の積み出し港として利用され、さ
らに昭和42年11月には原子力船の母港となり、ついで44年
4 月重要港湾に指定された。その後、平成12年4月の港湾法
改正に伴い地方港湾へ移行し、さらに下北半島の中心に位置
している本港の有効利用を進めるため特定地域振興重要港湾
に選定され今日に至っている。
　本港の勢力範囲は下北全域に及び、その面積は約1,420km2
である。また、背後地域の産業構造は畜産業、林業、ほたて
貝養殖による水産業等の一次産業に特化し、二次産業におい
ては労働集約型企業の繊維工業、木材工業等の立地がみられ
るにすぎない。
　しかし、下北地域には豊富な森林資源、観光資源があり、
今後の地域開発の進展を図るため昭和62年7月に、下北地域
半島振興計画が策定されている。

　大湊港における令和5年の取扱貨物量は約10万トンであ
り、品目別では原木、砂利・砂、その他石油製品が大半を占
める。港湾施設では、公共施設として5,000重量トン級岸壁
2バース、3,000重量トン級岸壁2バース、2,000重量トン級岸
壁1バース等があり、専用施設としては、日本原子力研究所
専用岸壁、防衛庁専用桟橋等がある。また、漁船の効率的な
港湾利用を図るため、船溜地区及び田名部地区に各々船溜り
がある。
〈大湊港港湾振興ビジョン〉
　平成12年5月、運輸省（現：国土交通省）により、「特定地
域振興重要港湾」に選定されています。選定に先立ち、同年
3月、下北地域の振興を支える「大湊港港湾振興ビジョン」を
策定しました。
1. �「大湊港」を下北半島の観光・交流における海の玄関口と

して位置付け、賑わいと潤いある快適な港湾空間を形成し
ます。

2. 地域の街づくりと連携して港まちづくりを進めます。
3. �緊急時における海上輸送を確保するための防災会場輸送拠

点として機能を強化することにより、暮らしの安心と安全
の確保を図ります。

4. �以上のことにより下北地域の振興に資することを目指しま
す。

青森県県土整備部港湾空港課
〒030–8570　青森市長島一丁目1番1号
☎017–734–9673　FAX 017–734–8194
URL：�https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/

kendo/kowan/
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2. 港勢

乗降人員
合計 乗込人員 上陸人員

内国航路
計

入港船舶
トン数

別
種別

合計 500GT総トン以上 5GT総トン以上
500GT総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船
内航商船
自　　航
そ  の  他
合　　計

最大入港船舶のトン数　000,000総トン（喫水00.0 m）

海上出入貨物
品種

項目
合計

トン ％
輸出
輸入
計

移出

移入

計
合計

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない
乗降人員

合計 乗込人員 上陸人員
内国航路 68 57 11

計 68 57 11

入港船舶
トン数

別
種別

合計 500GT総トン以上 5GT総トン以上
500GT総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 4 14,200 4 14,200
内航商船 46 31,457 34 25,471 12 5,986
自　　航
そ  の  他 2,259 5,295,326
合　　計 2,309 5,340,983 38 39,671 12 5,986

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）

海上出入貨物
品種

項目
合計

トン ％
輸出 14,049 100.0
輸入
計 14,049 100.0

移出 29,464 100.0

移入 52,520 100.0

計 81,984 100.0
合計 96,033 100.0

2. 港勢

3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
下 北 埠 頭 地 区 １ 号 岸 壁 6.5 110 3,000 1 砂利・砂

２ 号 岸 壁 6.5 102 3,000 1 原木
３ 号 岸 壁 5.5 92 2,000 1
真砂町1号岸壁 7.5 130 5,000 1 原木
真砂町2号岸壁 7.5 130 5,000 1

船 溜 地 区 大 平 物 揚 場 2.5 220
（私 　　　　　設）
海 上 自 衛 隊 大 平 桟 橋 6.5 200 3,000 2
原 子 力 船 研 究
開 発 事 業 団

原 子 力 船
事 業 団 岸 壁

8.0 175 10.000 1

海 上 自 衛 隊 課 電 桟 橋 5.0 84 1,000 1
海 上 自 衛 隊 第 １ 突 堤 5.0 222 1,000 1

第 ５ 突 堤 5.0 160 3,000 1
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保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 391,650㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 3 1,418㎡
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 4.0～7.4 34,200
7.5～9.0 55,000

はしけ溜 2.5 58,460
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 4,500
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
大平緑地 4,143

（89）
– 休憩緑地 昭和54年度 – 遊歩道448㎡

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

日本通運㈱青森支店 〒030–0802　青森市本町4丁目8番9号 017–734–6126 ○

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

青森県下北県土整備事務所 〒035–0073　むつ市中央一丁目1番8号

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下架施設
（能力、基

数）

泊地
水深

（m）
開設年度 関連施設陸　域

（㎡）
水　域
（㎡）

防波堤
延　長
（m）

合計
（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
大平マリーナ 11,000 9,450 110 103

艇
DY30艇
MB20艇

CY10艇
MB43艇

– 1.5
～
3.5

平成11
年度

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

7. 基地港湾
該当なし
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